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パリコミューンと
　　　　　先進国革命
法学部学生会企画

　1871年３月18日び｀)夜明けは｢コミューン万才／１

の咽iきと共に辺!えた。それはわずか73日間であっ

たが，虐げられ、奴京童として扱われていた労働者

階級の解放への夜明けであった。
　所有する階級に対して生産する階級の永い苦闘

の勝利として実現されたパリ・コミューン＝労働

者階級の政府は，同時に人間の普遍的解放に向う

政治形態であった。
　パリに労悸り者p皆級の政府が実現するや否や，そ

れまでお互いに戦争をしていた普仏の有産階級は、

直ちに連合し、労働者階級のパリを圧殺した。73

日間のパリ・コミューンの歴史的経験は、1917年

のロシア革命と並んで、世曝のプロレタリア人民

にとって忘れることの出来ない栄光の歴史である。

　インドシナ牛島において、ポーランドにおいて，

イタリア，フランスにおいて、アメリカにおいて，

労働者階級の闘いは，鮮血の旗をより一層染めヒ

げ、不屈の前進を続けており、日本においても、

三里塚の地で，沖縄で、工場，学園で、自らの普

遍的解放への闘いが続いている。

　パリ・コミューンによって獲得されたプロレタ

リア革命への原則の復権を目指して，有産階級と

の熾烈な闘いを闘い抜き，帝国主義ブルジョア政
府打倒./労働者政府樹立へ向けて闘おうではない

か。
　　｢労悌力者のパリは，そのコミューンと共に、新-

社会の光栄ある先駆者として永久に讃えられ局で

あろう。その殉教者は，労働者階級の偉大な胸の

内に祭られているの肩。」 〔仏の内乱J

　新しく生み直され発動されんとした70年アジア

・太平洋圏安保粉砕闘争の中から，労働者革命勝

利への新たな戦いの幕は切っておとされた。60年

安保・三池の苦い敗北の中から自からの小ブルジ

ョアの利害と活動と決定的に区別し、商品所有者

と決定的に区別し，商品所有者の生活と世界に封

し，労働者階級の生活と世腎において運命をたて

切ることとして闘いと団結の発展を獲ち取ってき

た労働者階級は、帝国主義ブルジョアジーに対し，

個々の政策の撤回や，賃金と労働条件の改善では

なく、1皮らのp皆級支酉己そのものの打但1を宣言し，

伯1みどろの決丿戦にいどみはじめた。

　　「現代」とは、後進国から先進国への世緊資本

主義の危機の波及深化と、すでに勝利した，又闘

いつつある後進国一国革命の限緊，そして先進国

プロレタリア同時革命こそが，真の「解決能力」

として全世界のプロレタリア，披支配人民の課題

として増々リアルなものとして突き出されている。

世界革命＝永続革命は，国際ブルジョアジーの階

級形成の現段階を踏え、後進国一国革命の爆発の

第一段階の終焉と先進国同時革命の第二段階への

突入という新たなる段階を迎えているものとして

把握する。この先進国革命は、これまでの後進国
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唇命のもつ旧い幻想と限犀を飛躍的に突抑い_で眼

i原的な〕酢命として闘われる。

　日本階糸及闘争は、これまでの後遠国唇命の糸剽験

に引きつ｀られて来た．汚物にまみれた旧い革所論

とのi火定的な、飛躍的な言丸別がH舜問的に問われな

がら70年代階級闘争が闘い抜かれる。　これまでの

完遠国プロレタリアートの革命性は長年「神話」

として言吾られ、一万に於る期｛ｙと、?敷し４ヽ大望を

くり返し、後進国の農民片手義の外観的ラディカ

リズムに引きよせられながら、それを通して完在

国革命の「前衛」であるとされて来た。　それは、

後進国農民・労働者の政治的社会的隷属の浅さと

して．夜本の社会的権力と田家の政治権力の未熟

さ、更に後進国ブルジョアジーの「解決能力」の

未熟さと、先進国プロレタリア一一トの隷属の深さ、

完遂国プロレタリアートの団結の解体・階級的自

この欠除の開腹1として才巴える。席行司主義F支所に於

ける、樋え度に発展したｹ｝ヽT匙を琥｛茫に、田宮七夜本

の巨大な発展は，それだけ　-㈲の隷属の完成であ

り、かつ包摂する力の増大である。故に、プロレ

タリアートの闘いは，この国家と夜本の「発展」

が、労働者の発展ではなく、制限・社格の拡大深

化であり，国家の転覆と夜本の力、それに伴なう

賃労働の廃棄への闘いが革命的闘いであり、ラデ

ィカルな冑£命なのだと言える。夜本のもつ刊ｭ公的

｛柘力と、国家U友治｛拒力との闘いは、プロレタリア

ートの「旧い共同体」にとって代る「新たな共同

体」の発展と一一つのものとしてのみ，勝利するこ

とが出来る。フ勺レジョア社会の強みは、単に官僚

的軍事的統治機構の強さにあるのではない。真の

ﾘ虫みは、夜本の下ヘミ陳属させる字L公的柚ミカと,諌属

を発展だといいくるめることの出来る共同体の秩

序の中で育てられる「新」旧中間層にその秘密が

やどっている。
　J混在からぴこのように、問是豆を鮮i明にレておかね

ばならない。“ファシズムかコンミュー-ンが‘9醇

国かコンミユー-ンがと／

　スターリニズム、社民，トロツキズムは、ます

ます歴史の中でその存在意義が厳蜜に問われてい

る。そして、それらのみせかけの「革命回生」、みせか

けの「?敷･1青」、みせかけの「ﾀEを賭した闘い」、みせ

かけの「」万里4澄」が、真実の生きた1能と肉をもったプ
ロレタリアートのやy･|循をi敷･|青と闘いと平斗学の維μこ

色あせた，保守的な腐敗した、無知な姿をさらけ

出す。今日，プロレタリア運動にとって，自分自身

が豊かに発穣1するために，これらの古い闘争と古

い団結に凝制していた疎外された新旧の「前衛党」

を郭Ｈ伜し、ゲリラ｝戦に瀬涌楚をおく，生きたコンミ

ューンとしてのソビエト，ヴ到動者備tを自からの生

き才友くためのﾖ馬同f本として升丿成;していくことが歴

史的な任務となっている。
　永続革命＝世界革命第二段階の70年代先進国プ

ロレタリア同時革命を勝利せよ／
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